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はじめに 

　筆者は2021年の紀要論文において1）、猫の頭をあえて逆
さまにし、それを伝統的な中国文化の中に存在する動物と
組み合わせて新しい神獣を創り、それによって身分、性差、
地域、社会の階級などに対する既成概念の打破を試みる筆
者自身の作品群を紹介した。この紀要論文に引き続き、
2022年は、中国発祥の伝説である「鯉の滝登り」に関連する
文献の内容を調査し、伝説をモチーフにした作品に見る定
型化したパターンの打破を試みた作品群の意義を述べた2）。
本論は、中国の十二支とそれに関連する民話からインスピ
レーションを得て、2017年以降制作が続けられている、猫
の頭部を逆さまに配置したアートシリーズに焦点を当てる。

「十三支」のシリーズは、本来十二支に属さない猫を干支に
加えることを通じて、筆者が伝統的な思考を覆し、既存の
概念を打ち破るという創作のテーマを表現したいというも
のだ。これにより、観客に伝統的な観念に挑戦する考えを
呼び起こすことが期待されている。このシリーズ全体は、筆
者の想像力を入れ、改編された十三支の民話に基づく屏風
作品と、それぞれの干支をテーマにした十三の個別の作品
で構成されている。さらに、本論では、このシリーズのコン
セプトから、ベースにした十二支の民話から、作品に用いた
象徴する意味などを展開し、作品を解説していく。

1.  「十三支」というモチーフ
　
　2023年から、「十二支」というアジアでは極めてメジャー
なイメージを題材としながら、その伝統の観念を打ち破る

「十三支」というコンセプトの創造を試みている。従来の
十二支に含まれていない猫をそこに加えることで、干支に対
して人々が抱いている先入観がどのように変わるのか。その
ようなテーマのもとに制作したのが、屏風形式の作品である

《十三支・屏風》である。これは、古代中国に伝わる十二支
の民話をベースとして、そこに新たなアレンジを加え、物語
の結末を改変することで、一般的な十二支の認識を打ち破
ることを目指したものである。続いて、干支たちを一枚ずつ

に分け、図2から図14まで「固定の概念を打破する」という
コンセプトを強調するため、さらに十三点の作品を制作した。
　その上に、干支に所属している人に伝えたいのは、自分
の人生を他人の先入観で決めるのではなく、自分で決める
ことだ。作品では全体に天目茶碗の色調を利用している。
用いた理由としては、天目茶碗の土や釉薬の配合、焼成温
度、焼成後の冷却時間など、制作過程における様々な環境
と外的要因により、唯一で独特の模様が生じる。唯一の天
目茶碗の色を通じて唯一の人生を象徴し、この世の中の誰
もが先入観で定義されるのではなく、それぞれが自分自身
の色を呈してランダムな人生を生きていく、その不規則性
こそが人間のあるべき姿であるように思うのである。
　これらの考えに基づいて、筆者は「十三支」のシリーズを
創作した。
　
1.1  「十二支」とその民話

　十二支はまた十二属相と呼ばれている。干支は、鼠、牛、
虎、兎、龍、蛇、馬、羊、猿、鶏、犬、豚の12種類の動物
からなり、現代では伝統行事などの際に目にすることも多
く、よく知られている。しかし、干支の起源は不明であり、
中国では現代の十二支が最初に完全に記録されたのは、紀
元90年頃完成した『論衡』である3）。その中には、十二支の
起源が民間の物語に由来するという説もある。民話による
と、ある日、天帝がすべての動物たちに、翌日に干支を表す
十二種類の動物を選ぶ会議を行うと告げたという。その中
で、鼠と猫はとても仲が良かったが、猫は鼠に、旅立つとき
は自分を呼び出すよう頼んだ。ところが、鼠は翌朝早く一人
で抜け出し、猫は寝て旅を遅らせたため干支に入れず、そ
れ以来、猫と鼠も天敵となった。天帝は、その日到着した動
物の順番や特徴などから干支の順番を決めたという4）。
　筆者が驚いたのは、ベトナムでは兎に代わって猫が十二
支のひとつとして流布している5）。このことは、干支の概念
が固定的なものではなく、環境によって進化してきたこと
を示しているのではないか。筆者は2017年から物事の既成
観念を打破できるような研究をテーマにしているが、情報
を調べると、ベトナムの干支が明確な理由が分からない状
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況で、受け継がれる際に兎から猫に変更されたことを知っ
た。これは筆者にとって、干支の動物が誰によって決定さ
れ、なぜ決定されたのか、そしてそれが増減したり変更され
たりすることができるのかという疑問を生じるものだ。こ
の問いに対する探求により、筆者は十三支のシリーズを始
めた。

1.2  「十三支・屏風」という作品（図1）

　《十三支・屏風》（図1）の構図は、古代の閲覧方法に従い、
右から左に進む読書の順序に倣った全体的な構図で制作さ
れた。鑑賞者は右から左へ歩くと、時間の経過に従って十三
支の順序が決定される概念が表現されている。この作品は、
先述の十二支の民間で語り継がれる物語を、筆者自身の想
像を入れ、視覚的な形式で描写している。元の民話をもと
に、筆者はそれぞれの干支に同音異義語の象徴や慣用句な
ど独自のアイデアを加えている。例えば、「蛇盤兎，必定富」
という表現は、蛇が兎を巻きつけると、必ず富を得ることが
できるという意味であり、また、「猴子撈月」の物語や「輩輩
封侯」という成語なども含まれている。筆者のイメージに
は、龍が空を飛び、最初に到着するべきであるという考えが
ある。なぜなら、龍は天空の王と称されており、その能力か
ら最も速く到着できるはずだと考えたからである。しかし、
遅れた理由について、筆者は龍と地上のジャングルの王と
される虎が競い合って旅を遅らせた可能性を考えた。これ
は、中国に古くから存在する「龍虎斗」のテーマとも関連し
ており、競争や対決が物語の要素として作品に取り入れら
れている。左上角の猫は、第十三の干支として描かれてお
り、夢の中で十二支になるチャンスを逃した。また、各動物
の色調は異なる天目茶碗の色調を使用しており、焼成温度
などに応じて異なる文様と模様を参考にして、作品ごとに生
成している。中国では、属相と個人の運命に関連付けられる
ことがよくあり、独自の天目茶碗の色調は、属相にかかわら
ず運命は自己決定できる象徴にしようと表現している。背
景には螺鈿の貝殻が使用されており6）、これは工芸品と平
面絵画の壁を突破しようとする試みの一環だと考えた。

2.  「十三支」の作品

　《十三支・屏風》は十三支全体の概念を表現することがで
きるが、筆者は個人的に、観客たちの属する干支に対する
興味が最も強いことを考慮している。各々の干支に焦点を
当て、それぞれに独自の創作を行うことで、より多様な要素
を活用し、同時に「既成の観念を打破する」というテーマを
強調することができないかと考えている。これにより、より
多くの吉祥な寓意を取り入れ、作品の象徴する意味を深め
ることができる。
　これら十三点の作品（図2から図14まで）は十三干支を
一つずつ表現しており、円形の構図は無限の循環と永遠の
生命を象徴されている。また、円形は茶碗の形状を模倣し
ており、このシリーズ全体の画面は、天目茶碗の内部を俯
瞰して真上から鑑賞したときの円形の構図を用いている。
祥雲の模様と色調も、天目茶碗でよく見られる色の組み合
わせを採用している。十三点の作品には、それぞれの干支
にちなんだ吉祥の慣用句や音通の言葉が用いられており、
吉祥を象徴している7）。
　ここから作品内で引用された要素を物語と音通の象徴意
味の2つに分けて詳細に説明していく。

2.1  各自の象徴する意味

　《猫年大吉》（図2）はこのシリーズの中で非常に特別な存
在であり、筆者はわざとこの作品に他の干支年でよく使わ
れる吉祥な言葉を選んだ。猫の頭はいつものように逆さま
になっていて、異なる世界を発見するというアイデアを強
調している。祥雲のモチーフは、このシリーズの図1から図
14までの十四点の作品すべてに共通し、幸運を意味する。

《金鼠獻瑞》（図3）は金色の鼠が千年の福をもたらすという
意味である。筆者は伝統的な金箔技法と現代のアクリルを
融合し、毛皮の質感を強調する試みを行った。《如虎添翼》

（図4）は非常に強力な援助を受けることを象徴している。
老虎は筆者にとって、凶暴な動物をイメージしており、その
印象を変えるために、全体的には柔らかいセラミックの色

図 1　《十三支》　2023年、油彩、綜合材料、箔、キャンバス、180× 90cm× 6枚
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図 2  《猫年大吉》  2023年、油彩、キャンバス、直径 80cm

図 3  《金鼠獻瑞》  2023年、水性顏料、綜合材料、箔、キャンバス、直径 80cm

図 4  《如虎添翼》  2023年、水性顏料、キャンバス、直径 80cm

図 5  《馬到成功》  2023年、油彩、キャンバス、直径 80cm

図 6  《三兎共耳》  2023年、水性顏料、綜合材料、箔、キャンバス、直径 80cm

図 7  《靈蛇之珠》  2023年、水性顏料、キャンバス、直径 80cm

図 8  《犬迎五福》  2023年、水性顏料、箔、キャンバス、直径 80cm

図 9  《祥龍瑞氣》  2023年、水性顏料、綜合材料、箔、キャンバス、直径 80cm






